





































































他の7冊は, 『植物の培養と微量元素』 『植物の凍死と耐寒性』 『植物の水分






















































































種子が特定の季節に発芽する仕組み(WashitanilO･11) ; Washitani and
Kabaya15), Washitani and Ogawa17))やギャップを検出して発芽するた































因や拘束要因の推論を可能にする(Grime et al.4), Masuda and
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Regulation of biosynthesis and action
of ethylene　---･---･-･Shang Fa Yang
ACC合成酵素の不活性反応　-･---佐藤　　茂
生態系におけるエチレンの動態について
津田　信一
種子発芽とエ+/レン･･･-----.I.-･江刺'洋司
水生植物の生長とエチレン　-----･菅　　　洋
植物の重力反応とエチレン　------高橋　秀幸
接触刺激とエチレン　--･-----･-太田　保夫
傷害とエチレン　---･------･-兵藤　　宏
病害抵抗誘導とエチレン　----=--関沢　泰治
iii
IGEシリーズ6日　植物の光反応機構の解析と変異株
ワークショップ｢植物の光反応
機構の解析と変異株｣の目的--=-･･大瀧　　保
ヒゲカどの光反応変異株の
単離とその解析　-･--･-------大瀧　　保
藻類雅反応変異体
分離の現状と夢　--‥-･------片岡　博尚
シダ配偶体の光形態形成の研究に
おける突然変異体の利用-･･--･--菅井　道三
突然変異体を用いたレタス種子
発芽機構の解析(計画案) ------井上　康則
-･シロイヌナズナにおける光形態形成
突然変異体の単離の試み
-長腔軸(hy)突然変異を中心として-
後藤　伸治
生物物理学的立場からのコメント
フイトクロムとクラミドモナス-･--徳富　　哲
ワークショップの終わりに･･･--････--大瀧　　保
IGEシリーズ7***　土壌微生物アセスメントの背景(1)
-検出･定量の諸問題-
はじめに 服部　　勉
1.自然界における破傷風菌の分布
-とくに定量的分析の試み-
海老沢　功
1V
2.土壌中のボツリヌス菌　------阪口　玄二
3.土壌中の軟腐病菌　--------･菊本　敏雄
4.土壌中の軟腐病菌のファージ特異性
富樫　二郎
5.土壌中のセルロース分解菌の分布
山本　広基
6.平板法による土壌中の細菌の検出･定量
服部　　勉
7.微生物アセスメントをめざして
-まとめに代えて-　--･服部　　勉
IGEシリーズ8'イネの遺伝子発現と系統分化
亀谷　寿昭
イネ培養細胞におけるアイソザイム
遺伝子の発現　--=----･-‥1日-石川　隆二
イネ植物再体分化にともなう遺伝子発現の変動
阿部　利徳,笹原　健夫
イネ細胞質ゲノムの遺伝子発現
平井　篤志,菅野　明
イネ生態型分化と環境適応に関わる発現形質　一
佐藤　雅志,上埜　喜八
イネの粒大および粒形に係わる主働遺伝子
高牟頑逸朗,木下　俊郎
Multi-locus associationとしてのイネの進化
佐藤洋一郎
IGEシIJ-ズ9H'生態研究と環境制御
ワークショップのねらい=-------･菅　　　洋
発芽生態学の二つの目標と実験における環境
鷺谷いづみ
作物の根系研究における実験的方法
ノ　鯨　幸夫
制御環境下における植物の表現型可塑性の解析
石栗　義雄,工藤　　洋,河野　昭一
生態研究･環境制御･成長モデル･---広瀬　忠樹
植物の形質発現機構と進化--------河野　昭一
lGEシリーズ10日　植物･微生物の光反応
-変異株などを用いた新しい解析法の開発-
発刊に際して　------=-=･----大瀧　保
原生動物の光受容と応答　-------中岡　保夫
ヒゲカどの光反応に関する遺伝子単離への
アプローチ　--‥･---------･宮寄　　厚
アカバンカどの青色光反応,生物時計の場合
中島　秀明
シロイヌナズナの光,重力および接触屈性異常突然
変異体の分離と解析　--------･岡田　清孝
シロイヌナズナを用いた光反応機構変
異体利用の可能性　---------米田　好文
オーキシン作用の分子生物学的研究･-･･山本興太郎
Vl
IGEシIJ-ズ11日*　水田濁水生厳系の研究(2)
化学生態学と元素の周期律
服部　　勉
水田土壌の化学組成と元素の周期率--浅見　輝男
イネの元素組成から何がわかるか･---高橋　英一
水田元素の移動分布における水の役割
-水とK+及びNa+の相互作用の
相違を中心として-　--･-----木村　優
水田の土壌を分析する　--------･一国　雅巳
地球誕生から水田まで　----･----野津　憲治
水田化学生態学建設への道程
-まとめにかえて--･･･-･--=･.･-服部　勉
IGEシリーズ12'植物病原体の分子生態学
はじめに 菊本　敏雄
1.ウイロイドの分子疫学　------･高橋　　牡
2.植物ウイルスの分子生態学　----江原　淑夫
3.遺伝子操作細菌の行動　---･･･-･豊田　秀吉
4.プラスミドの生態･-･--･----佐藤　守
5. DNAからみたAlternarhZの生態
柘植　尚志･足立　嘉彦
6.プラスミドからみたRhizoctoniaの生態
羽柴　輝良
ヮ-クショップのおわりに　------菊本　敏雄
vii
IGEシIJ-ズ13*　土壌環境一保全と機能の増進-
はじめに 佐藤　　匡
土壌及び水系の硫酸及び硫黄の挙動と微生物
若尾　紀夫
土壌中の非標的微生物に対する農薬の影響
-その研究動向をめぐって一　･--佐藤　　匡
菌類と土壌動物の相互関係　----‥･斎藤　　紀
土壌および根圏における蛍光性シュードモナス
について　-･-･--‥--------加藤　邦彦
土壌中におけるダイズ根粒菌の遺伝的
多様性と生態　-･-･･-----･--南沢　　究
水田及び畑の土壌酵素とその分布---･金沢晋二郎
土壌中における有機物の変化と土壌条件
菅家文左衛門
作物根圏のバイオマス窒素循環----丸本　卓哉
佐藤　　匡
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